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金正恩「新年の辞」：2016／2017／2018（比較）

2016 年 2017 年 2018 年

（前年の総括）

（本年の特徴）

（本年のスローガン）

（経済建設）

2015 年は、意義深い出

来事と驚異的な成果

で織り成された壮大

な闘争の年、社会主義

朝鮮の尊厳と威容を

高く轟かせた勝利と

栄光の年でした。

昨年、わが軍隊と人民

は祖国と民族に迫っ

てきた戦争の危険を

防ぎ、共和国の尊厳と

世界の平和を立派に

守り抜きました。

今年は朝鮮労働党第

７回大会が開かれる

意義深い年です。

「朝鮮労働党第７回

大会が開かれる今年、

強盛国家建設の最盛

期を開こう!」、これ

がわが党と人民が掲

げていくべき戦闘的

スローガンです。

経済強国の建設に総

力を集中し、国の経済

2016 年は、わが党と祖

国の歴史に特筆すべ

き革命的慶事の年、偉

大な転換の年でした。

昨年、チュチェ朝鮮の

国防力を強化する上

で画期的転換がもた

らされ、わが祖国はい

かなる強敵もあえて

手出しをすることの

できないアジアの核

強国、軍事強国として

浮上しました。

今年は、国家経済発展

５カ年戦略の遂行に

おいて重要な意義を

もつ年です。

「自力自強の偉大な

原動力によって社会

主義の勝利の前進を

早めよう!」、これが

新年の行軍路でわれ

われが掲げていくべ

き戦闘的スローガン

です。

自力自強の威力はす

なわち科学技術の威

2017 年は、自力自強

の原動力によって社

会主義強国建設史に

不滅の里程標を打ち

立てた英雄的闘争と

偉大な勝利の年でし

た。

昨年、わが党と国家

と人民が得ためざま

しい成果は、国家核

武力完成の歴史的大

業を成就したことで

す。

今年、われわれは栄

えある朝鮮民主主義

人民共和国創建70周

年を迎えます。

「革命的な総攻勢に

よって社会主義強国

建設のすべての部門

で新たな勝利を勝ち

取ろう!」、これがわ

れわれが掲げるべき

革命的スローガンで

す。

国家経済発展５カ年

戦略の遂行の３年目
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（党の建設・役割）

発展と人民生活の向

上において新たな転

換をもたらすべきで

す。

経済強国の建設で転

換の突破口を開くた

めには、電力、石炭、

金属工業と鉄道輸送

部門が総進撃の先頭

に立って力走しなけ

ればなりません。

（順番：経済建設の

後）

思想を革命の原動力

とし、５大教育に力を

集中してすべての軍

人と人民を白頭の革

命精神、白頭の烈風精

神を骨の髄まで刻ん

だ思想の強者として

しっかり準備させ、彼

らが領袖の遺訓貫徹

戦、党の政策擁護戦で

不屈の精神力を強く

発揮するようにしな

ければなりません。第

７回党大会を迎えて

全国が高揚した政治

的雰囲気で沸き立つ

ように政治活動、火線

式宣伝・鼓舞活動を力

強く繰り広げるべき

です。

一心団結はチュチェ

革命の大本であり、必

力であり、科学技術を

重視し、優先させると

ころに５カ年戦略遂

行の近道があります。

経済戦略目標を遂行

するための闘いで、電

力と金属、化学工業部

門が旗印を掲げるべ

きです。

（順番：経済建設・国

防産業の後）

第７回党大会の決定

を貫徹するための今

年の戦闘の勝敗は、党

組織と勤労者団体組

織の役割にかかって

います。

党組織は自分の部門、

自分の単位に提示さ

れた党の政策、基本革

命課題の遂行に党活

動の火力を集中すべ

きです。党が重視して

いる問題、生産的高揚

を起こす上でキーポ

イントとなる問題を

正確にとらえ、力量を

総動員して解決しな

ければなりません。党

組織は沸き立つ戦闘

現場に政治活動の舞

台を移し、革命的な思

想攻勢をかけて、大衆

である今年、経済部

門全般において活性

化の突破口を開くべ

きです。

今年、社会主義経済

建設における中心的

課題は、…人民経済

の自立性と主体性を

強化し、人民生活を

向上させることで

す。

（順番：経済建設・

国防産業の後）

われわれに課された

闘争課題を成功裏に

遂行するためには、

全党を組織的、思想

的にさらに固く団結

させ、革命的党風を

確立して、革命と建

設全般において党の

戦闘力と指導的役割

を絶えず高めなけれ

ばなりません。

すべての党組織は、

党の思想に反するあ

らゆる不純な思想と

二重規律を絶対に許

容せず、党中央委員

会を中心とする全党

の一心団結を全面的

に強化すべきです。

全党的に党の権威乱

用と官僚主義をはじ

め古い活動方法と作
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勝の武器です。すべて

の幹部と党員と勤労

者が血潮たぎる心を

党中央委員会の庭と

つなぎ、党と思想も呼

吸も歩みも同じくし、

党に従って変わるこ

となく一路邁進しな

ければなりません。党

組織と国家機関は、人

民重視、人民尊重、人

民愛の政治を具現し

て人民の要求と利益

を絶対視し、人民の政

治的生命と物質・文化

生活を責任を持って

最後まで見守るべき

です。各党組織は民心

をとらえて広範な大

衆を党の周りに固く

結束させ、幹部の間で

一心団結をむしばみ、

破壊する権柄と官僚

主義、不正腐敗行為に

反対する闘争を力強

く展開しなければな

りません。

を党の思想と政策を

貫徹する総動員戦へ

と力強く奮い立たせ

なければなりません。

すべての初級党組織

は第１回全党初級党

委員長大会の基本精

神を具現し、今年の全

民総突撃戦で継続革

新、継続前進の気概が

強く発揮されるよう

にすべきです。

風を一掃することに

力点をおき、革命的

党風を確立するため

の闘いを強力に展開

して、党と人民大衆

の血縁的つながりを

磐石のごとく打ち固

めるべきです。

党組織は当該部門・

単位の活動が常に党

の思想と意図、党政

策の要求に即して行

われるように党とし

ての指導を強化し、

政治活動を確固とし

て優先し、人々の心

を動かす方法で社会

主義強国の建設で提

起される諸問題を立

派に解決すべきで

す。

すべての軍隊と人民

を党の周りに思想・

意志の上で固く結束

させてみながいかな

る逆境にあっても党

と生死運命を共に

し、社会主義偉業の

勝利のために一身を

捧げて闘うようにす

べきです。

党、勤労者団体の組

織と政権機関は、す

べての活動を一心団

結を強化することに

指向させ、服従させ
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なければなりませ

ん。

人民の要求と利益を

基準にして仕事を設

計し、展開し、人民

の中に深く入って苦

楽を共にしながら人

民の苦衷と生活上の

難事を解決しなけれ

ばなりません。

不足するものが多い

ほど同志間、隣人間

に互いに助け合い、

心からそのためを思

う美風が強く発揮さ

れるようにすべきで

す。

今日のマンリマ大進

軍で英雄的朝鮮人民

の不屈の精神力を余

すところなく噴出さ

せなければなりませ

ん。

党、勤労者団体組織

は、すべての勤労者

が愛国主義を胸に刻

み、自力更生の革命

精神と科学技術を原

動力としてマンリマ

速度創造大戦で絶え

まない集団的革新を

起こすようにすべき

です。

幹部と党員と勤労者

がチョンリマ大進軍

によって世紀的な変
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（国防工業部門）

（祖国統一）

軍需工業部門では国

防科学技術を発展さ

せ、国防工業の主体

化、現代化、科学化の

水準をさらに向上さ

せ、君子里革命精神を

発揮して敵を完全に

制圧できる朝鮮式の

多様な軍事的打撃手

段をより多く開発、生

産しなければなりま

せん。

祖国統一は最も緊迫

かつ死活的な民族最

国防部門の幹部と科

学者と労働者階級は、

抗日の「延吉爆弾」精

神と戦火の君子里(ク

ンジャリ)革命精神を

血潮たぎる胸に秘め、

朝鮮式の強力なチュ

チェ兵器をより多く

開発、生産し、先軍革

命の兵器廠を一層強

固にしなければなり

ません。

われわれは昨年、朝鮮

労働党第７回大会で

革をもたらした前世

代の闘争精神を受け

継いでみなが時代の

先頭に立って力強く

前進するマンリマ先

駆者になるようにす

べきです。

国防工業部門では、

…並進路線を一貫し

て堅持し、朝鮮式の

威力ある戦略兵器と

武力装備を開発、生

産し、軍需工業の主

体的な生産構造を完

備し、先端科学技術

に基づいて生産工程

を近代化すべきで

す。

核兵器研究部門とロ

ケット工業部門で

は、すでにその威力

と信頼性が確固と保

証された核弾頭と弾

道ロケットを量産し

て実戦配備すること

に拍車をかけるべき

です。

また、敵の核戦争策

動に対処した即時の

核反撃作戦態勢を常

時維持しなければな

りません。

昨年も朝鮮人民は、

民族の志向と要求に
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大の課題です。

祖国解放 70 周年に当

たる昨年、われわれは

全民族が力を合わせ

て自主統一の大路を

切り開くことを呼び

かけ、その実現のため

に積極的に努力しま

した。しかし、祖国統

一と北南関係の改善

を望まない反統一勢

力は、戦争策動に狂奔

しながら交戦直前の

危険極まりない事態

をつくり出し、内外の

大きな憂慮を呼び起

こしました。南朝鮮当

局は、北南対話と関係

改善の流れに逆行し、

われわれの「体制変

化」と一方的な「体制

統一」を公然と追求し

ながら北南間の不信

と対決を激化させま

した。

われわれは今年、「内

外の反統一勢力の挑

戦をはねのけ、自主統

一の新時代を切り開

こう!」というスロー

ガンを高く掲げ、祖国

統一運動を一層力強

く繰り広げなければ

なりません。

外部勢力の干渉を排

撃し、北南関係と祖国

民族の統一念願と時

代の要求を反映して

主体的な祖国統一路

線と方針を打ち出し、

その実現のために積

極的に闘いました。し

かし南朝鮮当局は、わ

れわれの愛国愛族的

アピールと誠意ある

提案に背を向け、対共

和国制裁・圧迫と北侵

戦争策動を追求しな

がら北南関係を最悪

の局面に追い込みま

した。

昨年、南朝鮮では大衆

的な反「政府」闘争が

激しく繰り広げられ、

反動的統治基盤を根

底から揺るがしまし

た。南朝鮮人民の闘争

史に著しい足跡を残

した昨年の全民抗争

は、ファッショ独裁と

反人民的政策、事大主

義・売国と同族対決を

こととしてきた保守

当局に対する積もり

に積もった恨みと憤

怒の爆発です。

今年は歴史的な 7・4

共同声明発表 45 周年

と 10・4 宣言発表 10

周年に当たる年です。

今年われわれは、全民

族が力を合わせて自

即して国の平和を守

り、祖国の統一を早

めるために積極的に

闘いました。

しかし、わが共和国

の自衛的核抑止力の

強化を阻むために強

行されるアメリカと

その追随勢力の悪辣

な制裁・圧迫騒動と

狂乱的な戦争挑発策

動のため、朝鮮半島

の情勢はかつてなく

悪化し、祖国統一の

前途にはより厳しい

難関と障害が生じま

した。

南朝鮮で、激怒した

各階層人民の大衆的

抗争によってファッ

ショ統治と同族対決

を追求していた保守

「政権」が崩壊し、

執権勢力は代わりま

したが、北南関係に

おいて変わったこと

は何もありません。

かえって、南朝鮮当

局は全同胞の統一の

志向に逆行してアメ

リカの対朝鮮敵視政

策に追従することに

よって、情勢を険悪

にし、北南間の不信

と対決を一層激化さ

せ、北南関係は修復
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統一の問題を民族の

志向と要求に即して

自主的に解決すべき

です。

わが民族を分断させ

たのも外部勢力であ

り、朝鮮の統一を妨げ

るのもほかならぬア

メリカとその追随勢

力です。にもかかわら

ず、南朝鮮当局者は外

部勢力と結託して同

族に反対する謀略策

動を追求しながら、わ

が民族の内部問題、統

一問題を外部に持ち

歩き、請託する愚挙に

出ています。これは外

部勢力に民族の運命

を託し、民族の利益を

売り渡す反民族的な

売国行為です。

北南関係と祖国統一

の問題はあくまでも

「わが民族同士」の理

念に基づき、民族の自

主的意思と要求に即

して民族自身の力で

解決しなければなり

ません。誰しもわが民

族に統一をもたらし

てくれず、またもたら

すこともできません。

全同胞は、反統一勢力

の事大主義的かつ売

国的な外部勢力との

主統一の大路を開か

なければなりません。

北南関係を改善し、北

南間の鋭い軍事衝突

と戦争危険を解消す

るための積極的な対

策を立てなければな

りません。

北南関係の改善は平

和と統一に進む出発

点であり、全同胞の

切々たる要求です。破

局状態にある今の北

南関係を袖手傍観す

るならば、どの政治家

も民族に対する自分

の責任と役割を果た

したとは言えず、民心

の支持を受けること

ができません。相手方

を刺激し、対決を鼓吹

するあらゆる誹謗中

傷はいかなる場合に

も正当化されえず、体

制の転覆と「変化」に

期待をかけて行われ

る不純な反共和国謀

略策動と敵対行為は

直ちに中止されなけ

ればなりません。

民族同士が互いに争

うことなく、同胞の安

寧と国の平和を守ろ

うとするわれわれの

立場には変わりがあ

りません。南朝鮮当局

しがたい梗塞の局面

に陥りました。

こうした不正常な状

態に終止符を打つこ

となしには、国の統

一はおろか、外部勢

力が強要する核戦争

の惨禍を免れること

もできません。

現下の情勢は、今こ

そ北と南が過去に縛

られることなく、北

南関係を改善し、自

主統一の突破口を開

くための決定的な対

策を立てていくこと

を求めています。

この切実な時代の要

求に背を向けるな

ら、誰であれ民族の

前に堂々と姿を見せ

ることができませ

ん。

今年は、朝鮮人民が

共和国創建70周年を

大慶事として記念

し、南朝鮮では冬季

オリンピック競技大

会が開催されること

により、北と南にと

ってともに意義のあ

る年です。

われわれは、民族的

大事を盛大に執り行

い、民族の尊厳と気

概を内外に宣揚する
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「共助」策動に反対し

て断固戦わなければ

なりません。南朝鮮当

局は民族の内部問題

を外部に持ち歩きな

がら、「共助」を哀願

する恥ずべき行為を

取り止めるべきです。

朝鮮半島で戦争危険

を防ぎ、平和と安全を

守ることは、祖国の統

一を実現するための

根本的条件です。

今日、アメリカの侵略

的な対アジア支配戦

略と無分別な反共和

国戦争策動によって

朝鮮半島は世界最大

のホット・スポット、

核戦争の発生地にな

っています。アメリカ

と南朝鮮の好戦分子

は、毎年共和国に反対

する大規模の核戦争

演習を相次いで繰り

広げて朝鮮半島の情

勢を極度に激化させ、

北南関係に重大な障

害をもたらしていま

す。昨年の８月事態

は、北南間の些細な偶

発的事件も戦争の火

種となり、それが全面

戦争へと広がりかね

ないということを示

しています。

はわれわれの自衛的

行使について頭ごな

しに言い掛かりをつ

けて情勢を激化させ

るのではなく、北南間

の軍事衝突を防止し、

緊張を緩和するため

のわれわれの真剣な

努力に肯定的に応じ

なければなりません。

また、武力増強策動と

戦争演習騒ぎを中止

すべきです。

全民族が志と力を合

わせて民族あげての

統一運動の全盛期を

開いていかなければ

なりません。

北と南、海外の全朝鮮

民族は、民族共通の偉

業である祖国統一に

すべてを服従させる

原則に立って連帯、連

合し、団結し、全民族

的な規模で統一運動

を活性化しなければ

なりません。思想と体

制、地域と理念、階級

と階層の違いを超越

して頻繁に接触し往

来し、北南当局を含め

て各政党、団体と内外

の各階層同胞が参加

する全民族的な統一

大会合を実現しなけ

ればなりません。われ

ためにも、凍結状態

にある北南関係を改

善し、意義深い今年

を民族史に特記すべ

き画期的な年として

輝かせなければなり

ません。

何よりもまず、北南

間の先鋭化した軍事

的緊張状態を緩和

し、朝鮮半島の平和

的環境を作り出さな

ければなりません。

今のように戦争でも

なく平和でもない不

安定な情勢が持続し

たのでは、北と南が

予定されている行事

を成功裏に執り行う

ことができないばか

りか、対座して関係

改善の問題を真摯に

論議することも、統

一に向けて真っ直ぐ

に進むこともできま

せん。

北と南はこれ以上情

勢を激化させるよう

なことをしてはなら

ず、軍事的緊張を緩

和し、平和的環境を

作り出すために共同

で努力しなければな

りません。

南朝鮮当局は、全同

胞の運命とこの地の
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アメリカと南朝鮮当

局は危険極まりない

侵略戦争演習を中止

し、朝鮮半島の緊張を

激化させる軍事的挑

発を取り止めなけれ

ばなりません。

朝鮮半島の平和と地

域の安定のために忍

耐強く努力すること

はわれわれの一貫し

た立場です。しかし、

侵略者、挑発者が少し

でもわれわれに手出

しをするならば絶対

に許さず、容赦ない正

義の聖戦、祖国統一大

戦をもって断固応え

るでしょう。

祖国統一３大原則と

北南宣言など民族共

同の合意を貴び、それ

に基づいて北南関係

改善の道を切り開か

なければなりません。

祖国統一３大原則と

北南宣言は民族共同

の統一大綱であり、全

同胞はそれが一日も

早く履行されて統一

の画期的局面が開か

れることを望んでい

ます。

南朝鮮当局が真に北

南関係の改善と平和

統一を望むのなら、無

われは、民族の根本的

利益を重んじ北南関

係の改善を望む人で

あれば、それが誰であ

れためらうことなく

手を携えていくでし

ょう。

民族の統一志向に逆

行する内外の反統一

勢力の挑戦を粉砕し

なければなりません。

南朝鮮に居座ってア

ジア・太平洋支配戦略

を実現しようとする

アメリカをはじめ外

部勢力の侵略と干渉

策動に終止符を打ち、

民族の本当の主敵も

判別できずに同族対

決に生きる道を求め

る朴槿恵のような反

統一的な事大主義的

売国勢力のしゅん動

を粉砕するための全

民族的な闘争を力強

く展開しなければな

りません。

アメリカは、朝鮮民族

の統一意志を直視し

て南朝鮮の反統一勢

力を同族対決と戦争

へとあおり立てる民

族離間術策をこれ以

上追求してはならず、

時代錯誤の対朝鮮敵

視政策を撤回する勇

平和と安定を脅かす

アメリカの無謀な北

侵核戦争策動に荷担

して情勢を激化させ

るのではなく、緊張

緩和のためのわれわ

れの誠意ある努力に

こたえなければなり

ません。

この地に火炎を上

げ、神聖な国土を血

に染める外部勢力と

の一切の核戦争演習

を中止し、アメリカ

の核装備と侵略兵力

を引き入れる一切の

行為をやめるべきで

す。

アメリカがいくら核

を振りかざして戦争

挑発策動に狂奔して

も、今ではわれわれ

に強力な戦争抑止力

があるのでどうしよ

うもなく、北と南が

決心すれば十分朝鮮

半島で戦争を防止

し、緊張を緩和して

いくことができま

す。

民族の和解と統一を

志向する雰囲気を積

極的に作り出すべき

です。

北南関係の改善は、

当局だけでなく、誰
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益な体制対決を追求

するのではなく、民族

の総意が集大成され

ており、実践を通じて

その正当性が実証さ

れた祖国統一３大原

則と 6・15 共同宣言、

10・4 宣言を尊重し、

誠実に履行していく

意志を示さなければ

なりません。南朝鮮当

局は昨年の北南高位

級緊急接触の合意精

神を貴び、それに逆行

したり対話の雰囲気

を害する行為をして

はなりません。われわ

れは北南対話と関係

改善のために今後も

極力努力するであろ

うし、真に民族の和解

と団結、平和と統一を

願う人であるなら、誰

とでも対座して民族

問題、統一問題を虚心

坦懐に論議するでし

ょう。

北と南、海外の全朝鮮

民族は内外の反統一

勢力の挑戦と妨害策

動をはねのけ、「わが

民族同士」の旗印のも

とに、この地に尊厳あ

り、繁栄する富強な統

一強国を必ずや打ち

立てるでしょう。

断を下さなければな

りません。自主と正義

を貴ぶ国際社会は、朝

鮮半島の平和と統一

を阻むアメリカと追

随勢力の妨害策動に

反対すべきであり、周

辺諸国は朝鮮民族の

統一志向と努力に役

立つ有益なことをし

なければなりません。

北と南、海外の全同胞

は、民族の団結した力

で全民族的統一大進

軍を速めることによ

って、今年を自主統一

の新局面を開く非常

に意義深い年にする

ために、何かしなけれ

ばなりません。

もが願っている焦眉

の関心事であり、全

民族が力を合わせて

解決すべき重大事で

す。

北南間の接触と往

来、協力と交流を幅

広く実現して相互の

誤解と不信を解き、

統一の主体としての

責任と役割を果たす

べきです。

われわれは、心から

民族の和解と団結を

願うなら、南朝鮮の

政権与党はもちろ

ん、野党、各階層の

団体と個々の人士を

含めて、誰にも対話

と接触、往来の道を

開くでしょう。

相手方を刺激し、同

族間の不和と反目を

激化させる行為は断

固終息させなければ

なりません。

南朝鮮当局は、過去

の保守「政権」の時

期と変わることな

く、不当な口実と法

的・制度的装置を設

けて各階層の人民の

接触と往来を阻み、

連北統一の気運を抑

えるのではなく、民

族の和解と団結を図
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るのに有利な条件と

環境を整えるために

努力しなければなり

ません。

北南関係を一日も早

く改善するために

は、北と南の当局が

いつにもまして民族

自主の旗印を高く掲

げ、時代と民族に対

する自分の責任と役

割を果たさなければ

なりません。

北南関係はあくまで

もわが民族の内部問

題であり、北と南が

主人となって解決す

べき問題です。

したがって、北南間

で提起される一切の

問題は「わが民族同

士」の原則に基づい

て解決するという、

確固たる立場と観点

に立たなければなり

ません。

南朝鮮当局は、北南

関係の問題を外部に

持ち歩いて請託して

も得られるものは何

もなく、かえって不

純な目的を追求する

外部勢力に干渉の口

実を与え、問題の解

決に複雑さを招くだ

けであることを知る
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べきです。

今は、互いに背を向

けて自分の立場を表

明する時ではなく、

北と南が対座して

「わが民族同士」で

北南関係改善の問題

を真摯に論議し、そ

の活路を果敢に切り

開くべき時です。

南朝鮮で近く開催さ

れる冬季オリンピッ

ク競技大会について

述べるなら、それは

民族の地位を誇示す

る好ましい契機とな

るであろうし、われ

われは大会が成功裏

に開催されることを

心から願っていま

す。

こうした見地からし

て、われわれは代表

団の派遣を含めて必

要な措置を講じる用

意があり、そのため

に北と南の当局が至

急会うこともできる

でしょう。

同じ血筋を引いた同

胞として、同族の慶

事をともに喜び、互

いに助け合うのは当

然なことです。

われわれは今後も、

民族自主の旗印を高
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（国際情勢・アメリ

カ）

アメリカは、停戦協定

を平和協定にかえ、朝

鮮半島で戦争の危険

を除去し、緊張を緩和

し、平和的環境を整え

るというわれわれの

公明正大な要求をか

たくなに拒み、時代錯

誤の対朝鮮敵視政策

を引き続き追求して

緊張を激化させ、追随

勢力を押し出して反

共和国「人権」謀略騒

動に狂奔しました。し

かし、敵のいかなる謀

略や策動も、生のより

どころであり幸せの

わが家である人民大

衆中心の朝鮮式社会

主義を固守し、輝かせ

ていこうとするわが

軍隊と人民の不屈の

意志をくじくことは

できませんでした。

敵対勢力の挑戦が続

き、情勢は依然として

昨年、わが共和国に対

する帝国主義反動勢

力の政治的・軍事的圧

力と制裁策動は極に

達しましたが、わが軍

隊と人民の必勝の信

念をくじくことはで

きず、チュチェ朝鮮の

力強い革命的前進を

阻むこともできませ

んでした。

われわれは、アメリカ

とその追随勢力の核

の脅威と脅迫が続く

限り、また、われわれ

の門前で「定例」のベ

ールをかぶった戦争

演習騒動をやめない

限り、核武力を中枢と

する自衛的国防力と

先制攻撃能力を引き

続き強化していくで

しょう。われわれは必

ずわれわれの力でわ

が国家の平和と安全

を守り抜き、世界の平

く掲げてすべての問

題を「わが民族同士」

で解決していくであ

ろうし、民族の団結

した力によって内外

の反統一勢力の策動

を粉砕し、祖国統一

の新しい歴史をつづ

っていくでしょう。

昨年の国際情勢は、

世界の平和と安全を

破壊し、人類に核の

惨禍をこうむらせよ

うとする帝国主義侵

略勢力には、ただ正

義の力によって立ち

向かわなければなら

ないという、わが党

と国家の戦略的判断

と決断が全く正しか

ったことを実証しま

した。

われわれは平和を愛

する責任ある核強国

として、侵略的な敵

対勢力がわが国家の

自主権と利益を侵さ

ない限り核兵器を使

用しないであろう

し、どの国や地域も

核で威嚇しないでし

ょう。

しかし、朝鮮半島の

平和と安全を破壊す

る行為に対しては断
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（展望・アピール）

緊張していますが、わ

れわれは革命の赤旗

を高く掲げ、自主、先

軍、社会主義の道を変

わることなく進むで

あろうし、朝鮮半島と

世界の平和と安全を

守るために責任ある

努力を尽くすでしょ

う。

わが党と共和国政府

は、侵略と戦争、支配

と従属に反対する世

界人民との連帯を一

層強め、わが国の自主

権を尊重し、わが国に

友好的に接するすべ

ての国との親善・協力

関係を発展させてい

くでしょう。

チュチェの社会主義

偉業は必勝不敗であ

り、朝鮮労働党の指導

に従って進むわれわ

れの前途には勝利と

栄光だけがあるでし

ょう。

ともに、必勝の信念と

楽観に満ちて、革命の

最後の勝利を目指し

て力強く闘っていき

ましょう。

和と安定を守ること

にも大いに寄与する

でしょう。

わが党と共和国政府

は今後も自主、平和、

親善の対外政策理念

に忠実でありつづけ、

自主性を擁護する

国々との善隣友好・親

善協力関係を発展さ

せ、真の国際正義を実

現するために共同で

努力するでしょう。

新しい一年が始まる

この場に立つと、私を

固く信じ、一心同体と

なって熱烈に支持し

てくれる、この世で一

番素晴らしいわが人

民を、どうすれば神聖

に、より高く戴くこと

ができるかという心

配で心が重くなりま

す。

いつも気持ちだけで、

能力が追いつかない

もどかしさと自責の

念に駆られながら昨

固対応するでしょ

う。

わが党と共和国政府

は、わが国の自主権

を尊重し、われわれ

に友好的に対するす

べての国と善隣友好

関係を発展させ、正

義・平和の新しい世

界を建設するために

極力努力するでしょ

う。

2018 年は朝鮮人民に

とっていま一つの勝

利の年となるでしょ

う。

新年の壮大な進軍路

が始まる今、人民の

支持を受けているが

ゆえにわれわれの偉

業は必勝不敗である

ことを確信して私は

心丈夫であり、全力

を尽くして人民の期

待に必ずこたえると

いう意志を固めてい

ます。
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年を送りましたが、今

年は一層奮発して全

身全霊を打ち込み、人

民のためにより多く

の仕事をするつもり

です。

私は、全人民が金日成

同志と金正日同志を

信頼し、前途を楽観し

て『われら幸せうた

う』の歌をうたってい

た時代を、過ぎ去った

歴史の中の瞬間では

なく、今日の現実にす

るために奮闘努力す

るつもりであり、一点

のくもりもない清ら

かな心で人民に忠実

に仕える人民の真の

忠僕、忠実なしもべに

なることを、この元旦

に厳かに盟約します。

また、全党に人民のた

めに滅私奉仕する革

命的党風を確立する

ために力強く闘うつ

もりです。

偉大な金日成・金正日

主義が前途を照らし、

党の周りに千万軍民

が固く団結した一心

団結の威力がある限

り、われわれの勝利は

確定的です。

ともに、朝鮮労働党第

７回大会が示した社

朝鮮労働党と共和国

政府は、人民の信頼

と力に依拠してチュ

チェの革命偉業の最

後の勝利を勝ち取る

まで闘争と前進を続

けるであろうし、全

人民が尊厳ある幸せ

な生活を享受する社

会主義強国の未来を

必ず早めるでしょ

う。

ともに、朝鮮労働党

の指導に従って英雄

朝鮮のたくましい気

概を轟かせ、革命の

新たな勝利を目指し

て力強く前進しまし

ょう。
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会主義強国建設の輝

かしい青写真に沿っ

て、明るい未来に向か

って力強く進軍しま

しょう。


